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Abstract
Tritium concentrations ttrere rneasured to study natural tritium levelin environmental、、'ater
samples coHected in Aomori prefecture.
Precipitations 、i、'ere conected from ふ′Iay 1990 to December 1993 in HachinOhe and M′e
observed a seasonal variation in the tritiuHi concentrations
Environmental M′a er samples conected from 20 1ocations in Aomori prefecture can be
roughly classined into four groups by the measured tritium concentration level
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1.はじ め に
自然界のおける水循環を考えるとき,水の中
に微量に含まれるトリチウムはトレーサーとな
りうるため 2｀ち その濃度測定は興味深 く,各地
で時間的変動,場所による変動の観測が継続し
ておこなわれており3～0,それらをまとめた環境
中の トリチウムの挙動に関する総説も発表され
ている8～121。
青森県の場合は,核燃料の再処理工場が建設
中であり,また,原子力発電所も建設される予
定になっているので,これらが稼働をはじめる
と,各地の原子力発電所でみられるように,人
工的につくられた トリチウムが排水と共に環境
中に放出されることになるため13～19,これらの
地域における稼働以前の トリチウムレベルを調
査することも重要になってくる。そのような目
的をもって,我々 は八戸市および三沢市,六ヶ
所村の地域を中心として環境水中の トリチウム
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濃度を測定している16～19。ここでは,1990年か
ら1993年にかけての結果について報告する。
2.試料水の採水
降水は八戸工業大学構内,エネルギーエ学科
棟南側の芝生に設置した降水採水器2ので採水
している。この採水器は80 cm×84 cmの面積
をもつステンレス製の板を約 17°傾けて配置し
たもので,降雨の場合は傾斜面を流れて1リッ
トル容積をもつ採水容器に集まる仕組みになっ
ている。この採水器を使用する1993年以前は,
単純に容器を芝生において雨,雪を採取してい
た。
降水以外の環境水の採水地点をFig.1に示
す。1992年からはこの図にあるように,十和田
湖 2ヶ所,小川原湖 4ヶ所,六ヶ所村の沼水 5ヶ
所,奥入瀬川 3ヶ所,馬淵川 2ヶ所,新井田川 2ヶ
所,沿岸海水 2ヶ所の合計20地点で年に1回,
秋の晴天の続いた時期に1リットルずつ採水し
ている。
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